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情
報
漏
洩
対
策
は
大
丈
夫
か 

 

砂
田
市
議 

小
矢
部
市
の
電
算
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
、
富
山
県
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
に
参

加
す
る
と
い
う
が
、
情
報
漏
洩
が
危
惧
さ
れ
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
運
営
す
る
株
式
会
社
イ
ン
テ
ッ

ク
は
、
過
去
に
情
報
漏
洩
を
起
こ
し
た
業
者
で
あ

る
。
今
度
は
高
岡
市
民
病
院
、
砺
波
総
合
病
院
の

患
者
情
報
を
社
員
が
持
ち
出
す
事
件
を
引
き
起
こ

し
た
。
こ
の
よ
う
な
会
社
に
デ
ー
タ
を
移
管
し
て

大
丈
夫
な
の
か
。 

神
奈
川
県
庁
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
抹

消
・
破
壊
業
務
を
請
け
負
っ
て
い
た
業
者
の
社
員

が
勝
手
に
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
を
持
ち
出
し
て
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
に
か
け
る
事
件
が
起
き
た
。 

  

監
視
カ
メ
ラ
、
入
退
出
制
限
、 

 

職
員
の
立
ち
会
い
で
徹
底
す
る 

 総
務
部
長 

今
回
の
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
へ
の
移
行
対
象
と
な
る
の
は
、
税
情
報
、
住
民

記
録
、
健
康
管
理
、
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険

な
ど
で
あ
る
。 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
に
つ
い
て
は
、
監
視
カ

メ
ラ
に
よ
る
２
４
時
間
、
３
６
５
日
の
監
視
や
、

外
部
か
ら
の
侵
入
防
止
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ゲ
ー

ト
に
よ
る
入
退
館
管
理
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
区
画

内
へ
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
と
生
体
認
証
に
よ
る
入
退
室

制
限
に
よ
り
、
情
報
漏
え
い
対
策
を
徹
底
す
る
。

富
山
県
の
指
導
も
も
ら
っ
て
、
受
託
業
者
に
万
全

な
情
報
漏
え
い
対
策
を
す
る
よ
う
確
認
し
た
い
。 

本
年
（
２
０
１
９
年
）
１
２
月
６
日
付
で
、
総

務
省
自
治
行
政
局
か
ら
、
情
報
シ
ス
テ
ム
機
器
の

廃
棄
時
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
確
保
に
つ
い
て
、 

通

知
が
あ
っ
た
。
本
市
で
は
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、

住
民
情
報
な
ど
重
大
情
報
が
大
量
に
保
存
さ
れ
た

記
憶
装
置
に
つ
い
て
、
磁
気
的
な
破
壊
、
そ
れ
か

ら
物
理
的
な
破
壊
の
方
法
に
よ
り
行
う
、
職
員
が

措
置
完
了
ま
で
立
ち
会
い
を
行
う
な
ど
確
実
な
履

行
の
確
認
を
し
、
情
報
漏
え
い
が
発
生
し
な
い
よ

う
徹
底
し
た
い
。 

 

砂
田
市
議 

市
営
住
宅
の
連
帯
保
証
人
に
つ
い

て
、
お
年
寄
り
な
ど
か
ら
身
内
が
い
な
く
て
頼
め

な
い
と
い
う
問
題
が
出
て
い
る
。 

産
業
建
設
部
長 

国
土
交
通
省
が
、
平
成
３
０

年
３
月
の
公
営
住
宅
管
理
標
準
条
例
（
案
）
に
お

い
て
、
連
帯
保
証
人
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
を
標

準
と
し
た
上
で
、
保
証
人
を
求
め
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
住
宅
に
困
窮
す
る
低
所
得
者
が
公
営
住
宅

に
入
居
で
き
な
い
と
い
っ
た
状
態
が
生
じ
な
い
よ

う
に
、
保
証
人
の
免
除
や
家
賃
債
務
保
証
業
者
の

活
用
な
ど
、
入
居
の
円
滑
化
に
つ
い
て
留
意
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

本
市
で
は
、
現
行
の
小
矢
部
市
営
住
宅
条
例
に

お
い
て
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
者
に
対

し
て
は
、
連
帯
保
証
人
の
届
け
出
を
不
要
と
す
る

と
い
う
規
定
を
設
け
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
適
切

に
運
用
す
る
こ
と
で
、
住
宅
に
困
窮
す
る
低
所
得

者
へ
の
住
宅
供
給
と

い
う
目
的
を
達
成
し

て
ま
い
り
た
い
。 

 

昨
年
の
参
院
選
で
は
、
皆
さ
ん
の
ご
支
援
で
４
期

目
の
国
会
へ
と
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
今
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

１
１
月
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
田
原
総
一
郎
さ

ん
が
会
長
を
さ
れ
る
政
策
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
万
年
野
党
」
か

ら
、
質
問
ラ
ン
キ
ン
グ
「
三
つ
星
議
員
」
の
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
声
を
さ
ら
に
国
会
に
届
け

ま
す
。 

国
会
は
季
節
外
れ
の
「
桜
」
が
満
開
。
国
民
に
は

増
税
を
押
し
つ
け
る
一
方
で
、
国
政
私
物
化
と
虚
偽

答
弁
に
隠
ぺ
い
、
こ
の
桜
は
根
腐
れ
し
て
お
り
、
一

刻
も
早
く
倒
さ
な
く
て
は
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 

国
保
税
の
軽
減
を 

 

小
中
学
校
の
統
廃
合
を
せ
ず 

 
 
 

少
人
数
学
級
の
実
現
を 

  
２
０
２
０
年
度
小
矢
部
市
予
算
編
成

に
あ
た
っ
て
、
日
本
共
産
党
小
矢
部
市

委
員
会
は
１
２
月
２
５
日
、
桜
井
市
長

に
８
０
項
目
の
要
望
書
を
手
渡
し
、
懇

談
し
ま
し
た
。
と
く
に
１
８
歳
ま
で
の

通
院
医
療
費
も
無
料
化
、
国
保
税
の
軽

減
・
子
ど
も
に
か
か
る
保
険
税
（
均
等

割
）
の
免
除
や
、

中
軽
度
難
聴
者
の

補
聴
器
購
入
に
補

助
制
度
の
創
設
、

市
内
小
中
学
校
の

統
廃
合
を
せ
ず
少

人
数
学
級
の
実
現

な
ど
を
求
め
ま
し

た
。 

日
本
共
産
党
は
天
下
の
悪
税
、
消
費
税
の
廃
止
を

一
貫
し
て
求
め
て
き
ま
し
た
。
来
る
総
選
挙
に
向
け

て
「
消
費
税
を
５
％
に
戻
し
て
暮
ら
し
も
経
済
も
建

て
直
そ
う
」
「
大
企
業
・
富
裕
層
の
優
遇
＝
不
公
平

税
制
を
改
め
、
暮
ら
し
の
財
源
を
つ
く
ろ
う
」
と
訴

え
、
こ
れ
を
野
党
の
共
通
政
策
に
な
る
よ
う
力
を
つ

く
し
ま
す
。 

２
０
２
０
年
が
、
市
民
と
野
党
の
力
で
安
倍
政
治

を
終
わ
ら
せ
、
希
望
あ
る
新
し
い
日
本
を
き
り
ひ
ら

く
年
と
な
る
よ
う
、
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。 

今
年
こ
そ
、
安
倍
政
権
に
代
わ
る
新
し
い
政
治
を

実
現
す
る
決
意
で
す
。
立
憲
主
義
を
取
り
戻
し
、
格

差
を
是
正
し
、
多
様
性
を
尊
重
す
る
、
こ
う
し
た
新

し
い
政
治
を
、
市
民
と
野
党
連
合
政
権
で
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。 

通
常
国
会
で
は
「
桜
を
見
る
会
」
問
題
、
消
費

税
、
原
発
、
戦
争
す
る
国
づ
く
り
、
憲
法
改
悪
な

ど
、
徹
底
し
て
追
求
し
ま
す
。 

安
倍
政
権
は
追
い
詰
め
ら
れ
て
お
り
、
い
つ
総
選

挙
に
な
っ
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
私
自
身
が

候
補
者
で
す
。
今
年
を
歴
史
的
な
年
に
す
る
た
め
に

御
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。 

１
２
月
議
会 

砂
田
市
議
の
一
般
質
問
（
３
） 

 坂本ひろし 

衆院富山３区予定候補 
藤野保史 
 衆院議員 

井上さとし 
 参院議員 

 

 

 


